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ど結合能が低下していた。CFS患者で健常人より結合能が高い部位は観測されなかった。 
【結論】前帯状回の前方セグメントにおけるセロトニン神経系の異常と慢性疲労症候群との関連が示唆された。 
 
以上の研究は、慢性疲労症候群患者の脳内セロトニン神経系の機能低下を解明したものであり、今後の疲労研
究にも大きく貢献するものと考えられる。したがって、本研究は博士 (医学) の学位を授与するに値するもの
と判定された。 
 
